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 審査結果の要旨
 1976年から1984年の8年間に東北労災病院で関節鏡検査が行われたのは451膝であるが,その
 うち半月板損傷は190膝であった。著者は乙れらの半月板損傷のうち,病歴並びに関節鏡所見の
 完備している166膝を対象として,内側半月板と外側半月板の発生頻度,発症年令,発生原因,
 半月板損傷時の動作,スポーツとの関係,前十字靱帯損傷との合併,半月板の断裂形態,臨床症
 状,関節血腫などの多項目について観察を行っている。
 観察結果は,1)従来本邦では外側半月板損傷が内側半月板損傷の2～3.5倍であるとされとい
 るが,著者の観察症例ではし1倍であった,2)発症年令をみるξ,従来多いとされていた中学生
 の発生頻度は7%と低かった,3)半月板損傷がスポーツによって起るものが57%であり,バレー
 ボールでジャンプして着地するとき,あるいは野球のスライディングのときのように膝過伸展外
 反強制により発生するものが多い。走り高跳びでの受傷は着地時に発生しているが,全例女性で
 右膝にみられた,4)27%に前十字靱帯の損傷を伴うが,内側半月板損傷時の合併が多かった。こ
 れはとくに高校生の女子に多くみられることが多かった,5)半月板損傷の断裂形態と臨床症状に
 ついてみているが,内側半月板損傷でlockingや関節血腫が,外側半月板外周縁部損傷では水
 腫が,外側半月板水平断裂では完全伸展障害がより多く認められた,などを挙げている。
 これらの知見のあるものは従来いわれていなかったものである。また半月板損傷形態と臨床症
 状との対比は従来行われておらず,それらの観察結果は臨床的にきわめて有用である。以上のこ
 とから本論文は学位に該当するものであると認める。
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